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われわれの取り組みが目指すもの

災害時の「死」への対応モデル構築



諸 言
令和4年度 岩手県総合防災訓練の行方不明者相談受理・遺体引き渡し訓練では、
遺族役がシナリオに沿って演じ、プレイヤーはブラインドで対応する形で実施

その様子を撮影し、訓練映像を保存

行方不明者相談受理訓練 遺体引き渡し訓練

2022年10月29日
令和4年度岩手県総合防災訓練行方不明者相談受理訓練・遺体引き渡し訓練

（大船渡市旧越喜来中学校）



2022年12月8日
令和4年度岩手県総合防災訓練

行方不明者相談受理訓練・遺体引き渡し訓練振り返り会
（大船渡市民文化会館）

訓練終了後、その訓練に関わった多職種の者たちと映像を視聴（訓練振り返り会）

他職種の役割を理解するとともに、
自身の遺族対応を振り返り、感想・反省等の意見を収集

岩手県警

大船渡市

葬儀業者

法歯学者

納棺業者 岩手DPAT

映像編集

諸 言



諸 言

振り返り会の参加者による意見を反映させた、配慮が必要なポイント毎に
注釈を挿入した約30分のバーチャル訓練用教材を制作

岩手県内の全市町村、警察本部、所轄警察署、海上保安部に教材DVDを
配布

DVDを配布した各機関に、視聴後のアンケートを実施

公益財団法人さんりく基金 令和4年度調査研究事業助成金により実施



方 法

DVD配布約3か月後に市町村役場（33）、警察本部検視官室（１）、
所轄警察署（16）、海上保安部（２）へアンケート用紙を送付、回収

質問項目

✓ 内容の理解 「映像の内容は理解できましたか？」

✓ 映像の有効性 「今後の訓練や有事に役立つ映像でしたか？」

✓ 事前知識 「災害犠牲者遺族対応の過程を知っていましたか？」

✓ 訓練への興味 「同様の訓練に参加してみたいですか？

✓ 視聴者への心的影響「視聴によって精神的苦痛を感じましたか？」

✓ 遺族心情の理解度 「遺族の心情を理解できましたか？」



結果と考察



回収率

市町村役場 警察・海保

回答有
33%

回答無
67% 回答有

84%

回答無
16%



市町村役場 警察・海保

大変わかり

やすかった

36%まあ理解

できた

64%

大変わかり

やすかった

65%

まあ理解

できた

35%

映像の内容は？
－内容の理解－



今後の訓練や有事に役立つ映像でしたか？
－有効性－

市町村役場 警察・海保

大変そう思う

27%

まあそう思う

73%
大変そう思う

71%

まあそう思う

29%



災害犠牲者遺族対応の過程について
ー事前知識ー

市町村役場 警察・海保

全く知らな

かった

28%

あまり知らな

かった

27%

何となく知って

いた

27%

大体知って

いた

18%

全く知らな

かった

0%

あまり知らな

かった

35%

何となく知って

いた

30%

大体知って

いた

29%

周知の事

6%



同様の訓練に参加してみたいですか？
ー訓練への興味ー

市町村役場 警察・海保

大変そう

思う

9%

まあそう思う

36%
どちらとも

言えない

46%

あまり

思わない

9%

大変そう

思う

41%

まあそう思う

41%

どちらとも

言えない

12%

全く思わない

6%



視聴による精神的苦痛を感じましたか？
ー視聴者への心的影響ー

市町村役場 警察・海保

全く感じな

かった
9%

さほど感じな

かった

55%

どちらとも

言えない

27%

感じた

9% 全く感じな

かった

35%

さほど感じな

かった

30%

どちらとも

言えない

29%

感じた

6%



遺族の心情を想像できましたか？
ー遺族心情の理解ー

市町村役場 警察・海保

すごく想像

できた

9%

大体想像できた

64%

どちらとも

言えない

27%

すごく想像

できた

12%

大体想像できた

70%

どちらとも

言えない

6%

想像しにく

かった

12%



5年間の計画事業（2021年～2025年）
複数のバーチャル訓練教材完成を目指す

被災者・犠牲者・遺族・災害対応者の精神的支援を考慮した
理想的な災害時の「死」への対応モデル構築へ

今後の予定と課題

可能な限り
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